
 

 

 

                                          ２０１２年１月２６日 

住友生命保険相互会社 

 

 

 

 

 

 

住友生命保険相互会社（社長 佐藤義雄）は、ルーヴル美術館、岩手県立美術館、宮城県美

術館、福島県立美術館主催 東北３都市巡回展『ルーヴル美術館からのメッセージ：出会い』

に協賛いたします。また同展覧会では、当社主催「第３５回 こども絵画コンクール」で岩手

県・宮城県・福島県からご応募いただいた作品の一部を展示いたします。 

 

１． 趣旨 

ルーヴル美術館と当社は、これまで当社主催「こども絵画コンクール」を通じ友好な

関係を築いてまいりました。こどもたちの心ゆたかな成長をお手伝いしたいという思い

から生まれた同コンクールへの後援は平成２３年度で１２回目を迎え、幼児児童の美術

教育へのより一層の貢献を目的とした当社の活動に多大なる支援をいただいておりま

す。 

 このたび、２０１１年３月１１日に起こった東日本大震災を受け、ルーヴル美術館 

アンリ・ロワレット館長の呼びかけのもと、同美術館の日本への連帯の気持ちとして、 

岩手県立美術館、宮城県美術館、福島県立美術館の３美術館にて、ルーヴル美術館のコ

レクションより約２０作品の巡回展を行うことが決定いたしました。 

 当社は、社会福祉・文化両面にわたる地域社会への貢献の観点より『ルーヴル美術館

からのメッセージ：出会い』の趣旨に賛同し協賛いたします。 

 

２． 展覧会概要 

ａ．日程・会場 

日程 会場 

２０１２年４月２７日（金）～６月３日（日） 岩手県立美術館 

６月９日（土）～７月２２日（日） 宮城県美術館 

７月２８日（土）～９月１７日（月・祝） 福島県立美術館 

 

ｂ．主催・後援 

  主催：ルーヴル美術館 

      岩手県立美術館、宮城県美術館、福島県立美術館 

  後援：在日フランス大使館 

 

 

東北３都市巡回展 

『ルーヴル美術館からのメッセージ：出会い』協賛について 



ｃ．展示内容 

  ルーヴル美術館の様々な部門からの出展作品を通して『聖なる対話』、『聖なる愛、

世俗の愛』、『三美神』を構成の柱として、さまざまな出会いや対話の表現を紹介しま

す。今回の特別企画展は２０１１年５月、東北へ向けた連帯文化事業を結集する試みで、

在日フランス大使館により開始されたキャンペーン『日本とフランス、共に明日に向か

って』と連携して行われます。 

 

ｄ．第３５回 こども絵画コンクール 応募作品展示について 

  平成２３年度、当社主催の「こども絵画コンクール」にて、東日本大震災で特に被

害の大きかった地域のこどもたちに明るい未来を考えるきっかけになることを願い、

「ボクの、ワタシの、未来賞」を新設いたしました。今回の展覧会では、ルーヴル美術

館のコレクションとともに、「ボクの、ワタシの、未来賞」を含め、岩手県・宮城県・

福島県からご応募いただいた作品の一部を展示いたします。 

 

３． 住友生命 こども絵画コンクールについて 

本コンクールは、こどもの情操教育支援を目的として１９７７年より毎年開催している 

当社の社会貢献活動の一つです。開始以来の応募総数は９９７万点を超え、国内はもとよ

りアメリカ、イギリス、フランス等海外からもご応募いただいております。３５回目を迎

えた平成２３年の応募総数は、１９９，６４４点 にも上りました。 

審査員として、協賛・後援団体の全国造形教育連盟・日本教育美術連盟・日本ユニセフ 

協会・フランス大使館・ルーヴル美術館より代表の方々に、またＣＧ部門の審査員として

九州大学の先生にご協力いただき、２０１１年１０月２７日に全国審査会を実施し、各入

賞作品が決定いたしました。 

２０１２年１月７日～９日に東京タワーで開催いたしました全国展覧会にて、１９万点

を超える応募作品の中から選ばれた優秀作品５８５点を展示いたしました。また、２０１

２年３月９日～４月９日の１ヶ月にわたり、特別・金・銀賞を受賞した１０８点をフラン

スのルーヴル美術館に展示いたします（ルーヴルでの展示は今年度で１２年目）。 

  

なおコンクールの概要は参考資料のとおりです。 



 

 

１．主  催  住友生命保険相互会社 

２．協  賛  全国造形教育連盟 日本教育美術連盟 

３．後  援  公益財団法人日本ユニセフ協会  フランス大使館 ルーヴル美術館   

４．テ ー マ  「ドキドキ！わくわく！」 

５．審査結果 

  ａ．全国審査 ・日時   ２０１１年１０月２７日（木）  

         ・審査員 全国造形教育連盟 ： 永関
ながせき

 和雄
か ず お

 委員長 

日本教育美術連盟 ： 藤丸
ふじまる

  一郎
いちろう

 事務局長 

九州大学     ：  源田
げ ん だ

 悦夫
え つ お

 教授（ＣＧ部門） 

日本ユニセフ協会 ： 米山
よねやま

 和道
ま さ み

 部長 

ルーヴル美術館  ： ロランス・ブロッス 氏 

フランス大使館   ： エレーヌ・ケルマシュター 氏 

 

  ｂ．賞の内訳 ・特別賞   日本ユニセフ協会会長賞    ２点 

全国造形教育連盟委員長賞    １点 

                日本教育美術連盟理事長賞    １点 

                フランス大使館賞     １点 

                ルーヴル美術館賞     １点 

                ボクの、ワタシの、未来賞   ６点 

                

         ・金 賞       ６点 

         ・銀 賞      ９０点 

         ・銅 賞        １２０点 

         ・秀作賞        ３５７点 

       

６．データ  応募総数： １９９，６４４点（第１回からの応募総数：９，９７２，７２１点） 

国別内訳 部門別内訳 

日本国内 １９７，４４２点 幼児０～４才部門 ６６，４００点 

アメリカ   １，７１３点 幼児５～６才部門 ５１，６１７点 

フランス他 ３３１点 小学校１・２年生部門  ３７，７４５点 

イギリス     １５８点 小学校３・４年生部門  ２７，３３２点 

  小学校５・６年生部門 １５，９３７点 

  ＣＧ部門     ６１３点 

 

７．展覧会 

・全国展覧会：2012年 1月 7日(土)～9日(月･祝) 東京タワー フットタウン 1階特設会場 （開催終了） 

・ルーヴル展覧会 ：2012 年 3 月 9 日(金)～4 月 9 日(月) ルーヴル美術館（フランス パリ） 

  

 以 上 

第３５回こども絵画コンクール概要 
【参考資料】 


